
※ ＱＲコードを読み取ると、市携帯サイト
がご覧になれます。

高齢者の明日を支える計画づくりに生かします………2・3
平成24年度御殿場市、御殿場市・小山町　　　　　　　
　　　　　　  広域行政組合職員を募集します………4・5                    
国民健康保険税の納付が始まります……………………6・7
後期高齢者医療制度の「保険証」が変わります…………8
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●固定資産税・都市計画税第 2期分　●国民健康保険税第１期分
●介護保険料第 1期分　●水道料金・下水道使用料７月検針分

～便利な口座振替で納期内納付～

7月の納税と料金
（8月 1日㈪が納期限です )

　東日本大震災の影響で、電力が十分に供給できない状態が続いています。
　現在 、電力の約３割は、家庭で使われています。一年で最も電力が使われる夏に向け、大規模停電を
避けるために、各家庭において節電に取り組みましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　   　　　　　　　　　　　　　　環境課☎ (83)1603

《節電に関する情報は、次のホームページで確認できます》
市ホームページ　 http://city.gotemba.shizuoka.jp/life/ep/ep22.html
経済産業省　 http://www.meti.go.jp/
全国地球温暖化防止活動推進センター　 http://www.
jccca.org/
◉静岡県では、８月 31 日まで節電サポート相談窓口を
開設しています。

県節電サポート相談窓口／☎ 055(951)8231
※受付時間は午前９時から午後５時まで（土・日曜日、祝
日を除く）
《公共施設でも節電対策を実施しています》

　市でも 15％の節電のため、各施設において照明の間引き
や、利用時間の変更等を行っています。市民の皆さんには
ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

ＨＰ

ＨＰ

ＨＰ

【家庭の電気の使われ方】
　夏の日中には、家庭で約 1,200 Ｗ
の電力を使用していて、その約
半分はエアコンによるものです。
　次に、冷蔵庫、テレビ、照明
となり、この４つで８割以上を
占めています。
　外出中でも、冷蔵庫や温水洗浄便座、待機電力などで約
340 Ｗの電力を消費しています。
【節電の取り組み】
　家庭での電力使用量の多い、エアコン、冷蔵庫、テレビ、
照明を中心に節電を行うと、大きな効果があります。
▶エアコン…冷房の温度設定を上げたり、ピーク時間（午
　後２時前後）の使用を控えましょう。
※熱中症などに気をつけて、無理のない範囲
　で行ってください。

▶冷蔵庫…庫内にビニールカーテン
　を取り付けたり、中に物を詰めす
　ぎず、扉をあける時間を減らしま
　しょう。また、設定温度が「強」に
　なっている場合は、「中」に変更し
　ましょう。
▶テレビ…省エネモードを活用し、消す場合は主電源を　
　切りましょう。
▶照明…不要な照明は消し、自然光を取り込みましょう。
▶その他…すだれやよしず、緑のカーテンなどで日光を　
　遮ったり、打ち水をしたりして家の
　周りを冷やしましょう。お出掛けの
　際には、つけたままの電気製品がな
　いか確認しましょう。
　　効果的に汗を吸収・蒸発させる素
　材の衣服や寝具等を使用しましょう。

夏の節電対策のお願いです  ～使用電力
                                                                               15％削減！～

夏の節電対策のお願いです  ～使用電力
                                                                               15％削減！～
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見
守
り
支
援
に
つ
い
て

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
割

合
は
、
一
般
高
齢
者
で
８
・
７

％
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者

で
12
・
８
％
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
１
年
間
で
地
域

活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い

人
が
約
３
割
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
や

　
　

介
護
予
防
に
つ
い
て

　

一
般
高
齢
者
で
は
、
健
康
状

態
に
つ
い
て
、
健
康
状
態
が
良

い
と
感
じ
て
い
る
人
の
割
合
が

24
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
心
配
ご
と
や
悩
み
ご

と
と
し
て
、
自
分
の
健
康
や
家

族
の
健
康
に
関
す
る
こ
と
の
割

合
が
高
く
、
さ
ら
に
転
倒
に
対

す
る
不
安
が
あ
る
人
は
約
６
割

と
な
っ
て
い
ま
す
。

食
生
活
に
つ
い
て

　

一
般
高
齢
者
に
お
い
て
、
多

く
の
人
が
自
宅
で
調
理
し
た
食

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
食
事
で

何
か
し
ら
困
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
人
は
約
３
割
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
長
時
間

台
所
に
立
っ
て
調
理
や
片
付
け

を
す
る
こ
と
や
近
所
に
食
料
品

店
が
な
い
な
ど
買
い
物
に
関
す

る
こ
と
な
ど
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

外
出
支
援
に
つ
い
て

　

一
般
高
齢
者
に
お
い
て
、
ほ

と
ん
ど
外
出
し
な
い
人
は
４
・

４
％
と
わ
ず
か
で
す
が
、
そ
の

す
べ
て
が
男
性
で
す
。

　

ま
た
、
近
所
に
食
料
品
店
が

な
い
な
ど
、
買
い
物
に
関
す
る

こ
と
で
困
っ
て
い
る
人
が
約
１

割
い
ま
す
。

相
談
先
に
つ
い
て

　

一
般
高
齢
者
で
は
、
困
っ
た

と
き
の
相
談
先
と
し
て
、
配
偶

者
や
子
ど
も
な
ど
家
族
や
友

人
・
知
人
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
民
生
委

員
（
２
・
１
％
）、
市
や
県
の
相

談
窓
口
（
２
・
０
％
）、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
（
１
・
０
％
）

と
公
的
機
関
等
に
相
談
し
て
い

る
人
は
少
数
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
認
知
度
は
約
６
割
で
す

が
、
役
割
を
理
解
し
て
い
る
人

は
約
２
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
に

お
い
て
も
、
子
ど
も
や
配
偶
者

の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
先
の
職
員
な
ど

の
割
合
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
一
般
高
齢
者
同
様
に
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
６
・
７

％
）、市
や
県
の
相
談
窓
口（
３
・

０
％
）、民
生
委
員
（
２
・
１
％
）

と
公
的
機
関
等
に
相
談
し
て
い

る
人
は
少
数
で
す
。

生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て

　

仕
事
に
求
め
る
こ
と
と
し

て
、
収
入
を
得
る
こ
と
の
割
合

は
約
１
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
の
維
持
や
生
き
が
い
、
社

会
や
人
の
役
に
立
つ
こ
と
な
ど

が
目
的
の
人
が
約
５
割
で
す
。

高齢者実態調査報告から

　市では平成 24 年度から始まる第６次高齢者福祉計画・第５期介護保

険事業計画と、今後の事業運営に反映させることを目的に、高齢者実態

調査を昨年 12 月に実施しました。

　今回の調査は、昨年 11 月１日現在において要支援・要介護認定者

１，５００人、認定を受けていない 65 歳以上の人（一般高齢者）１，５００

人をそれぞれ無作為に抽出し、配布・回収を行いました。回収結果は配

布数３，０００通に対し、有効回答が２，０４０通で有効回答率は 68％

でした。ここでは調査結果の概要についてお知らせします。　　　　

介護福祉課☎ (82)4134

知っている　41.3％

無回答

知らない

名前は知っているが

知っている
回答者
824 人

知っている
　41.3％
知っている
　41.3％

名前は聞いたことがあるが
役割までは知らない　35.4％
名前は聞いたことがあるが
役割までは知らない　35.4％

存在を知らない
　19.9％
存在を知らない
　19.9％

無回答
3.4％

回答者
1,105 人

知っている
　21.3％

名前は聞いたことがあるが
役割までは知らない　36.5％
名前は聞いたことがあるが
役割までは知らない　36.5％

存在を知らない
　35.3％

知っている
　21.3％

存在を知らない
　35.3％

無回答
6.9％

地域包括支援センターの認知度

一般高齢者

　
高齢者の明日を支える
　計画づくりに生かします

認定者

３

家
族
の
み
で
、
自
宅
で
介
護
し

て
ほ
し
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

在
宅
で
の
介
護
の
希
望
が
６
割

強
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
者
に
つ
い
て

　

介
護
者
の
年
齢
は
、
60
歳
以

上
が
５
割
以
上
、
70
歳
以
上
が

約
３
割
と
な
っ
て
お
り
、今
後
、

ま
す
ま
す
老
老
介
護
が
増
加
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
す
る
上
で
困
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
心

身
の
負
担
が
大
き
い
、
自
分
の

時
間
が
持
て
な
い
、
自
分
の
仕

事
が
で
き
な
い
、
経
済
的
な
負

担
が
大
き
い
な
ど
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
人
の
う
ち
、
サ
ー
ビ

ス
に
満
足
し
て
い
る
人
は
、
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
の
人
を

含
め
、８
割
強
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
、
費
用
負
担
が

増
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一

般
高
齢
者
で
は
、
保
険
料
の
負

担
が
そ
の
分
増
え
る
こ
と
は
や

む
を
得
な
い
が
、
利
用
料
の
負

担
は
現
状
程
度
と
す
る
の
が
よ

い
の
割
合
が
26
・
９
％
と
最
も

高
く
、
次
い
で
保
険
料
の
負
担

は
現
状
程
度
と
し
、
必
要
な
費

用
は
利
用
者
の
自
己
負
担
と
す

る
の
が
よ
い
の
割
合
が
22
・
８

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
で

は
、
保
険
料
の
負
担
が
そ
の
分

増
え
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い

が
、
利
用
料
の
負
担
は
現
状
程

・
家
族
介
護
へ
の
支
援
の
充
実

・
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
な
ど

　

在
宅
介
護
の
支
援
の
充
実　

度
と
す
る
の
が
よ
い
の
割
合
が

43
・
７
％
と
最
も
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

結
果
か
ら
得
ら
れ
た
課
題

・
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進

　

す
る
と
と
も
に
地
域
で
の
見

　

守
り
に
よ
り
孤
立
化
を
防
ぐ

・
生
活
習
慣
病
予
防
や
介
護
予

　

防
の
よ
り
一
層
の
充
実

・
外
出
支
援
や
日
常
生
活
の
支

　

援
が
必
要

・
相
談
窓
口
の
周
知
を
図
る

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
質

　

の
向
上

・
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
及
び

　

生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

・
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
お
い
て
福

　

祉
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行

　

う
こ
と

0 10 20 30 40 50

無回答

わからない

負担は減らし、介護保険
サービスの充実は望まない

負担は現状程度とし利用者
増加によるサービス低下

はやむをえない

保険料の負担は現状程度とし
必要な費用は利用者負担

とする

保険料の増加はやむをえない
が利用料負担は現状程度に

保険料の相応の増
加はやむをえない

10.9％

12.6％

26.9％

43.7％

22.8％

3.6％

13.7％

6.2％

2.4％

4.1％

17.9％

18.3％

5.7％

11.3％

一般高齢者

認定高齢者

介護保険料や利用者負担金の
増加についての考え方

情
報
の
入
手
手
段
に
つ
い
て

　

情
報
の
入
手
手
段
と
し
て
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
（
タ
ウ
ン
紙
を

含
む
）
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、家
族
や
友
人
・

隣
人
の
割
合
も
高
く
な
っ
て
お

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
情
報
を
入
手
し
て
い
る

こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。
広
報
や

回
覧
版
に
よ
る
情
報
入
手
の
割

合
も
約
３
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
暮
ら
し
に
つ
い
て

　

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
、
ど
こ
で
介
護
を
受
け
た
い

か
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
制

度
の
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
使
い
な
が
ら
自
宅
で
介
護

し
て
ほ
し
い
割
合
が
約
４
割
で

最
も
高
く
、
次
い
で
な
る
べ
く

どちらかと言えば
満足している　　50％

満足している　32％

無回答

満足していない

どちらかといえば満足していない

どちらかといえば満足している

満足している

回答者
872 人

どちらかと言えば
満足している 49.9％
どちらかと言えば
満足している 49.9％

どちらかと言えば
満足していない 10.1％
どちらかと言えば
満足していない10.1％

無回答
3.8％満足していない

　　　　　    ４.3％
満足していない
　　　　　    ４.3％

満足している
　      31.9％
満足している
　      31.9％

介護保険制度について

認定者

※

※地域包括ケア…在宅の介護や生活支援を必要とする人を早期に発見し、その人に対し迅速かつ、　
　　　　　　　　最も適した形で介護、保健、医療、福祉等の様々なサービスが提供される仕組み

　

高
齢
者
実
態
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
結
果

を
更
に
分
析
し
、
高
齢
者
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策

定
の
基
礎
資
料
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

高
齢
者
実
態
調
査
報
告
書
は
、

市
役
所
１
階
の
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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御
殿
場
市
と
御
殿
場
市
・
小
山
町
広
域
行
政
組
合
で
は
、

わ
た
し
た
ち
職
員
と
と
も
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ

を
最
優
先
に
考
え
、
行
動
で
き
る
平
成
24
年
度
４
月
１
日

付
け
採
用
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。     

人
事
課
☎(
82)
４
３
２
１

平成
24年度

●
御
殿
場
市

●
御
殿
場
市
・
小
山
町
広
域
行
政
組
合

職
員
を

募
集
し
ま
す

職
員
を

募
集
し
ま
す

職
員
を

募
集
し
ま
す

　
申
し
込
み
　
　

受
付
期
限
／
７
月
４
日
（月）
ま

で
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分

申
し
込
み
方
法
／
受
付
期

限
ま
で
（
必
着
）
に
、
所

定
の
書
類
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
直
接
ま
た
は

郵
送
で
〒
４
１
２
‐

８
６
０
１　

人
事
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
採
用
試
験
案
内
は
、

市
役
所
３
階
人
事
課

窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

御殿場市　職員募集 検索

◆ 

試
験
日 

◆

第  

１  

次  

試  

験

日
時
／
７
月
24
日

（日）　
　

                 

　
　
　

            

午
前
９
時
～

会
場
／
富
士
岡
中
学
校

※
１
次
合
格
者
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
受
験
番
号
を
掲
載
し
ま
す
。

第  

２  

次  

試  

験

日
時
／
８
月
26
日

（金）
・27
日

（土）
・

28
日

（日）　

午
前
９
時
～

会
場
／
御
殿
場
市
役
所
ほ
か

※
第
２
次
試
験
の
詳
細
は
、
第
１

次
試
験
の
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

職種 採用予定人員 受験資格 職務内容

一般事務 12人程度

・原則御殿場市内に居住する人（採用後居住できる人を含む）。
・学校教育法による大学、短大、高専、高校を卒業または平
成 24 年３月に卒業見込みの人で、次の年齢に当てはまる人。
≪大卒≫昭和 56 年４月２日以降生まれ
≪短大・高専卒程度≫昭和 58 年４月２日以降生まれ
≪高卒≫昭和 60 年４月２日以降生まれ

市役所本庁または出先機関など
で、住民異動・税務・保険年金・
福祉・環境・産業・都市・教育・
文化・地域づくり等の市民に身
近な業務をはじめ、行政事務全
般の幅広い業務に従事します。

土木技師 若干名

・原則御殿場市内に居住する人（採用後居住できる人を含む）。
・学校教育法による大学、短大、高専、高校で土木の専門課
程を卒業または平成 24 年３月に卒業見込みの人で、次の年
齢に当てはまる人。
≪大卒≫昭和 56 年４月２日以降生まれ
≪短大・高専卒程度≫昭和 58 年４月２日以降生まれ
≪高卒≫昭和 60 年４月２日以降生まれ

市役所本庁または出先機関など
で、公共施設の土木工事の計画・
設計や各種申請の審査及び検査、
土木政策等に関する業務に従事
します。

建築技師 若干名

・原則御殿場市内に居住する人（採用後居住できる人を含む）。
・学校教育法による大学、短大、高専、高校で建築の専門課
程を卒業または平成 24 年３月に卒業見込みの人で、次の年
齢に当てはまる人。
≪大卒≫昭和 56 年４月２日以降生まれ
≪短大・高専卒程度≫昭和 58 年４月２日以降生まれ
≪高卒≫昭和 60 年４月２日以降生まれ

市役所本庁または出先機関など
で、公共施設の建築工事の計画・
設計や各種申請の審査及び検査、
建築政策等に関する業務に従事
します。

電気技師 若干名

・原則御殿場市内に居住する人（採用後居住できる人を含む）。
・学校教育法による大学、短大、高専、高校で電気の専門課
程を卒業または平成 24 年３月に卒業見込みの人で、次の年
齢に当てはまる人。
≪大卒≫昭和 56 年４月２日以降生まれ
≪短大・高専卒程度≫昭和 58 年４月２日以降生まれ
≪高卒≫昭和 60 年４月２日以降生まれ

市役所本庁または出先機関など
で、公共施設の電気設備・工事
の計画・設計や管理等に関する
業務に従事します。

保育士 ３人程度
・原則御殿場市内に居住する人（採用後居住できる人を含む）。
・昭和 56 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、保育士資格を有
する人または平成 24 年 3 月末日までに資格を取得見込みの人。

市立保育園などで、乳幼児の保
育業務等に従事します。

幼稚園教諭 ３人程度

・原則御殿場市内に居住する人（採用後居住できる人を含む）。
・昭和 56 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、幼稚園教諭免許
を有する人または平成 24 年 3 月末日までに免許を取得見込
みの人。

市立幼稚園などで、幼児教育業
務等に従事します。

◆御殿場市職員◆

5

職種 採用予定人員 受験資格 職務内容

一般事務 若干名

・原則御殿場市内に居住する人（採用後居住できる人を含む）。
・昭和 46 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、学校教育法に
よる大学、短大、高専、高校のいずれかの学校を卒業また
は平成 24 年 3 月に卒業見込みの人。
・身体障害者手帳または療育手帳の交付を受けている人
・自力により通勤ができ、かつ介助者なしに職務の遂行が
可能な人
・通常の勤務時間に対応できる人
・活字印刷文による試験問題に対応できる人。

市役所本庁または出先機関など
で、住民異動・税務・保険年金・
福祉・環境・産業・都市・教育・
文化・地域づくり等の市民に身
近な業務をはじめ、行政事務全
般の幅広い業務に従事します。

職種 採用予定人員 受験資格 職務内容

消防職 ４人程度

・原則御殿場市内または小山町内に居
住する人（採用後居住できる人を含む）。
・昭和 61 年 4 月 2 日以降に生まれた
人で、学校教育法による大学、短大、
高専、高校のいずれかの学校を卒業
または平成24年3月に卒業見込みの人。
・赤色、青色及び黄色の色彩の識別が
できる人。

消防本部または消
防署などで、救急・
救助・防災指導・
消火活動等に従事
します。

◆御殿場市職員（障がいのある人を対象とした試験）◆

◆御殿場市・小山町広域行政組合職員◆

杉山　裕紀さん
都市計画課(一般事務)

　都市計画課では御

殿場市のまちづくり

に関する仕事をして

います。学生時代に

は聞き慣れなかった

言葉に囲まれ勉強の毎日ですが、目の前の業務が明日の

御殿場市の発展につながると思うとやりがいがあります。

　市民の皆さんが暮らして良かったと思えるようなまち

にできるよう一緒に頑張りませんか。

＜ある一日のスケジュール＞
      8:30　 朝礼、当日の業務確認

　  9:30　 現場立ち会い（申請通りに開発行為がされ　

　　　　　ているかを確認）

　10:30　 適合証明書審査（建築物が都市計画法に適合

　　　　　しているかの審査）

　12:00 　昼休み（食堂で同期数人と昼食）

　13:00 　窓口対応（開発行為事前相談）

　14:00 　建築許可申請書審査（許可申請書類の審査）

　17:15　 明日の業務確認、　勤務終了

岩田　朋佳さん
西保育園 ( 保育士 )

　１歳児の担当をし

ています。

　「おはようが言える

ようになった」「お友

だちに “ どうぞ ” がで

きるようになった」など、子どもの大切な成長や発達を

手助けし、一緒に喜びあうことができます。

　ぜひ一緒に頑張りましょう。

＜ある一日のスケジュール＞
　  8:30　 早番の先生から引き継ぎ、合同保育からク　

　　　　　ラス保育へ、検温・健康観察

　  9:30　 おやつ、おむつ交換

　10:00 　戸外遊び（この日は砂場でごっこあそび）

　11:00 　昼食、おむつ交換

　12:30 　お昼寝、連絡ノート・個人記録・日誌等の記入

　14:00 　職員昼休み

　15:00　 おやつ、検温、おむつ交換

　　　　　クラス保育から合同保育へ、順次引き渡し

　17:15　 遅番の先生へ引き継ぎ、勤務終了

未来の後輩へメッセージ＆１日のスケジュール
～平成 23 年度採用職員より～

平成
24年度

●御殿場市
●御殿場市・小山町広域行政組合

職員を募集します職員を募集します職員を募集します
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非
自
発
的
失
業
者
に　
　

　
　

対
し
て
国
保
税
の　

　
　
　
　

軽
減
を
し
ま
す

　

リ
ス
ト
ラ
な
ど
に
よ
り
職
を

失
っ
た
人
を
対
象
に
、
平
成
22

年
４
月
か
ら
国
保
税
の
軽
減
措

置
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
、
倒
産
・
解
雇

な
ど
に
よ
る
離
職
者(

特
定
受

給
資
格
者)

や
雇
止
め
な
ど
に

よ
る
離
職
者(

特
定
理
由
離
職

者)

で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
保
年

金
課
☎(

83)

１
２
５
５
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

国
保
税
の
納
税
と　
　
　

　

医
療
費
の
節
約
に　
　

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

国
保
税
を
一
人
で
も
納
め
な

い
人
が
い
る
と
、
他
の
人
の
負

担
が
重
く
な
っ
た
り
、
自
己
負

担
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
り
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

国
保
税
は
、
自
分
の
た
め
、

み
ん
な
の
た
め
に
必
ず
納
め
ま

し
ょ
う
。

　

期
別
ご
と
の
納
付
が
難
し
い

と
い
う
人
は
、
税
務
課
☎(

82)

４
１
６
６
ま
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」）
は
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
加
入

者
が
保
険
税
を
出
し
合
い
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　

平
成
23
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
（
以
下
「
国
保
税
」）

の
納
税
通
知
書
は
７
月
中
旬
に
世
帯
主
宛
て
に
送
付
し

ま
す
。

　

国
保
税
は
国
保
を
運
営
し
て
い
く
上
で
大
切
な
財
源

で
す
。
納
期
を
守
っ
て
納
め
ま
し
ょ
う
。

国
保
年
金
課
☎(

83)

１
２
５
５

67

Ｑ
国
保
に
は
ど
う
い
う

人
が
入
り
ま
す
か
？

Ａ
75
歳
未
満
で
次
の
よ

う
な
人
は
、
必
ず
居
住

し
て
い
る
市
町
村
の
国
保
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
自
営
業
者
と
そ
の
従
業
員

②
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
社
員
な

ど
で
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
人

③
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険

を
や
め
た
人

④
外
国
人
で
１
年
以
上
日
本
に

滞
在
し
、
職
場
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
な
い
人　

な
ど

Ｑ
国
保
税
は
ど
の
よ
う

に
納
め
ま
す
か
？

Ａ
国
保
税
は
毎
年
４
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で

の
１
年
分
を
８
期
（
７
月
か
ら

翌
年
２
月
ま
で
の
毎
月
月
末
、

12
月
は
25
日
が
納
期
）
に
分
け

て
納
め
て
も
ら
い
ま
す
。
お
近

く
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
税
務
課
、
市
役

所
各
支
所
ま
た
は
駅
前
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
納
付
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
が
金
融
機

関
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
し

さ
れ
る
の
で
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
世
帯
主
を
含
む
全
員

が
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
場

合
、
世
帯
主
の
年
金
か
ら
国
保

税
の
引
き
落
と
し（
特
別
徴
収
）

を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ  

会
社
の
保
険
に
入
っ

て
い
る
の
に
、
世
帯

主
宛
て
に
納
付
書
が
届
い
た

の
で
す
が
？

Ａ
国
保
の
喪
失
の
手
続

き
は
お
済
み
で
し
ょ

う
か
？
　
会
社
で
は
国
保
の
喪

失
の
手
続
き
は
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に

入
っ
た
時
は
、
ご
自
分
で
（
同

居
の
家
族
で
も
手
続
き
が
可
）、

「
社
会
保
険
加
入
連
絡
票
」
ま

た
は
社
会
保
険
の
保
険
証
、
併

せ
て
国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑

を
持
っ
て
国
保
年
金
課
、
市
役

所
各
支
所
ま
た
は
駅
前
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
国
保
の
喪
失
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
世
帯
主
は
国
保
に

入
っ
て
い
な
い
の
に
、

世
帯
主
宛
て
に
納
付
書
が
届

い
た
の
で
す
が
？

Ａ
国
保
税
は
世
帯
主
に
納

税
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

世
帯
主
本
人
が
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
や
社
会
保
険
の
被
保

険
者
な
ど
、
国
保
の
被
保
険
者

で
な
い
場
合
で
も
、
そ
の
世
帯

内
に
国
保
の
被
保
険
者
が
い
る

場
合
、
擬
制
世
帯
主
と
し
て
納

税
義
務
が
発
生
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
税
額
の
計
算
に
は

擬
制
世
帯
主
の
所
得
や
資
産
は

加
算
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」）
は
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
加
入

者
が
保
険
税
を
出
し
合
い
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　

平
成
23
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
（
以
下
「
国
保
税
」）

の
納
税
通
知
書
は
７
月
中
旬
に
世
帯
主
宛
て
に
送
付
し

ま
す
。

　

国
保
税
は
国
保
を
運
営
し
て
い
く
上
で
大
切
な
財
源

で
す
。
納
期
を
守
っ
て
納
め
ま
し
ょ
う
。

国
保
年
金
課
☎(

83)
１
２
５
５

国
民
健
康
保
険
税
の

　
納
付
が
始
ま
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の

　
納
付
が
始
ま
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の

　
納
付
が
始
ま
り
ま
す

Ｑ
国
保
税
の
額
は
ど
の

よ
う
に
し
て
決
ま
り

ま
す
か
？

Ａ
国
保
税
は
所
得
割
・
資

産
割
・
均
等
割
・
平
等

割
で
算
出
し
た
医
療
保
険
分
・

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
と
介
護

納
付
金
分
の
合
計
で
世
帯
ご
と

に
決
ま
り
ま
す
（
上
表
参
照
）。

医療保険分 後期高齢者
支援金分

介護納付金分
※40歳以上 65 歳
　未満の被保険者

小計

所得割額 5.2％ 1.8％ 1.5％ 8.5％

資産割額 27.0％ 8.0％ 3.5％ 38.5％

均等割額 20,700 円 6,900 円 9,600 円 37,200 円

平等割額 19,200 円 6,000 円 4,200 円 29,400 円

課税限度額
平成 23年度から 50万円 13万円 10万円 73万円

（平成 22年度分まで） （47万円） （12万円） （10万円） （69万円）

　国保税額は、
❶医療保険分（所得割額＋資産割額＋均等割額＋平等割額）　＋　❷後期高齢者支援金分（所
得割額＋資産割額＋均等割額＋平等割額）　＋　❸介護納付金分（所得割額＋資産割額＋均等
割額＋平等割額）の計算式で算出します。
※世帯（世帯主と被保険者）の所得が基準より少ない場合は、均等割額・平等割額が 7割、5
割または 2割軽減になります（世帯で所得の申告のない人が１人でもいると該当しません）。

≪用語説明≫

●所得割額…被保険者ごとに前年の所得から 33
　万円を控除した額に税率をかけて得た額
●資産割額…被保険者の土地、家屋にかかる固定
　資産税額の合計に税率をかけて得た額
●均等割額…被保険者数をかけて得た額
●平等割額…１世帯当たりの額

Ｑ
国
保
税
を
滞
納
す
る
と

ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ
特
別
の
事
情
も
な
く

長
い
間
国
保
税
を
納

め
な
い
場
合
は
、
有
効
期
間
の

短
い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
や

保
険
証
の
代
わ
り
に
「
資
格
証

明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

◆
納
期
限
か
ら
１
年
間
国
保
税

を
納
め
な
い
場
合
、
保
険
証
を

返
還
し
て
も
ら
い
「
資
格
証
明

書
」
を
交
付
し
ま
す
。「
資
格

証
明
書
」
は
、
国
保
の
被
保
険

者
の
資
格
を
証
明
す
る
だ
け
の

も
の
で
、
医
療
費
は
病
院
等
の

窓
口
で
い
っ
た
ん
全
額
を
自
己

区分
内容

国保税額の計算方法

よ
く
あ
る
質
問　

Ｑ　

Ａ

よ
く
あ
る
質
問　

Ｑ
＆
Ａ

よ
く
あ
る
質
問　

Ｑ
＆
Ａ

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
更
に
滞
納
が
続
い
た
場
合
、

国
保
の
給
付
が
全
部
ま
た
は
一

部
差
し
止
め
に
な
っ
た
り
、
差

し
止
め
ら
れ
た
保
険
給
付
額
か

ら
滞
納
分
が
差
し
引
か
れ
た
り

し
ま
す
。

◆
国
保
税
の
納
付
が
難
し
い
時

は
、「
資
格
証
明
書
」
に
な
ら

な
い
た
め
に
も
納
付
の
相
談
を

し
て
く
だ
さ
い
。
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８
月
１
日
㈪
か
ら

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

「
保
険
証
」
が
変
わ
り
ま
す

8

 

保
険
証
の
取
り
扱
い

◎
８
月
か
ら
使
用
す
る
保
険
証

を
、
７
月
下
旬
に
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
に
郵
送
し
ま
す
。

◎
表
面
の
色
が「
オ
レ
ン
ジ
色
」

か
ら
「
藤
色
」
に
変
わ
り
ま
す
。

◎
今
お
使
い
の
保
険
証
は
有
効

期
限
が
平
成
23
年
７
月
31
日
ま

で
で
す
。

◎
減
額
認
定
証（
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
）
も

更
新
と
な
り
ま
す
。
新
た
に
交

付
を
希
望
す
る
人
は
申
請
が
必

要
で
す
。

　

既
に
減
額
認
定
証
を
お
持
ち

の
人
で
８
月
以
降
も
対
象
と
な

る
人
は
、
自
動
更
新
さ
れ
ま
す

の
で
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◎
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
保
険
証

や
減
額
認
定
証
を
ご
自
分
で
処

分
す
る
場
合
は
、
細
か
く
裁
断

す
る
な
ど
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
市
役
所
や
市
役
所
各
支
所

へ
返
却
し
て
い
た
だ
い
て
も
結

構
で
す
。

 

保
険
料
の
算
定
方
法

　

今
年
度
の
保
険
料
は
、
８
月

中
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
保
険
料
は
、
平
成
22
年
中
の

所
得
に
基
づ
く
「
所
得
割
」
と

被
保
険
者
全
員
が
等
し
く
負
担

す
る
「
均
等
割
」
の
合
算
で
す
。

◎
年
度
中
途
で
加
入
し
た
場
合

は
月
割
り
で
計
算
し
ま
す
。

※
所
得
の
低
い
人
や
社
会
保
険

な
ど
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人

に
は
、
保
険
料
の
軽
減
措
置
が

あ
り
ま
す
。

◎
既
に
年
金
か
ら
特
別
徴
収

（
仮
徴
収
）
を
し
て
い
る
人
は
、

決
定
し
た
保
険
料
額
と
こ
れ
ま

で
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
額
の

差
額
を
10
月
か
ら
特
別
徴
収
し

ま
す
。

 

保
険
料
の
納
付
方
法

◎
納
付
方
法
は
年
金
差
し
引
き

に
よ
る
「
特
別
徴
収
」
と
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
め

る
「
普
通
徴
収
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
普
通
徴
収
と
特
別
徴

収
が
併
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◎
「
特
別
徴
収
」
で
納
付
し
て

い
る
人
で
も
、
申
し
出
に
よ
り

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
の
納
付
状
況
等
か

ら
、
口
座
振
替
へ
の
変
更
が
認

め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く

保
険
料
は
、
病
院
や
薬
局
へ
支

払
わ
れ
る
皆
さ
ん
の
医
療
費
へ

充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

安
定
的
な
医
療
制
度
を
維
持

し
て
い
く
う
え
で
不
可
欠
な
財

源
で
す
の

で
、
納
め

忘
れ
の
な

い
よ
う
お

願
い
し
ま

す
。

　

現
在
お
使
い
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
（
オ

レ
ン
ジ
色
）
は
、
７
月
31
日
㈰
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
（
藤
色
）
は
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、

８
月
１
日
㈪
か
ら
は
こ
の
藤
色
の
保
険
証
を
お
使
い
く
だ

さ
い
。

８
月
１
日
㈪
か
ら

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

「
保
険
証
」
が
変
わ
り
ま
す

◀
「
藤
色
」
の
新
し
い
保
険
証

後期高齢者医療

保 険 証 在 中

開ける前に宛名を確認してください

料金後納
郵　便

重 要

開ける前に宛名を確認してください

差出人

�
い
さ
だ
く
で
い
な
け
開
は
ら
か
ら
ち
こ�
す
ま
り
あ
が
証
険
保
※

�
い
さ
だ
く
て
け
開
ら
か
ら
ち
こ

窓部分を含めて再生できます。

�
い
さ
だ
く
て
け
開
ら
か
ら
ち
こ

52349L35　2A
静岡県後期高齢者医療広域連合
年次更新用窓明き封筒　1107

2011.04.21　G5・OTF（特色）

群青
36
横浜

金赤
05
横浜

赤黄
26
横浜

抜き型

横浜 第一校正第二校正第三校正検査機校正担当営業

点字
エリア
横浜

▲このような封筒の中に保険証が同封されています

　

納
付
に
関
す
る
相
談
や
８
月
に
な
っ
て
も
新
し
い
「
藤

色
」
の
保
険
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、
国
保
年
金
課

☎(
82)

４
１
８
８
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

国保年金課
☎ (82)4188

75 歳
以上の

皆さん
へ

（65
～ 74

歳で一
定

の障害
がある

と

認定さ
れた人

）

保険料

均等割額
36,400 円

所得割額
賦課の元となる所得

× 7.11％

＝

＋
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6/4　地球にやさしいエコを体感
　毎年行われているリサイクルまつりが、今年度は名称を
変えて「eco まつり」として行われました。
　今年は「ごみを減らそう！」をテーマに開催され、毎年
大好評のリサイクル抽選会や包丁研ぎ、フリーマーケット
など、エコに関する様々なコーナーが設けられました。
　また、ごみを分別するコーナーや、来場者たちが自転車
をこいで発電し、会場内の BGMを流すというコーナーも
あり、エコを体感する良い機会となりました。

　６月４日から 10日まで実施された「歯の衛生
週間」に併せて、第 31回歯の衛生大会が、市民
交流センター「ふじざくら」で開催されました。
　80 歳以上で自分の歯が 20 本以上あるお年寄
り 28 人に対して、8020 コンクールの表彰が行
われました。また、今年度のむし歯のない５歳児
へは、保育園・幼稚園を通して認定証と金メダル
が授与されました。
　会場では、歯科衛生をテーマにした子どもたち
の図画・ポスターなどの展示も行われました。

6/4　しあわせもいっしょに育つ歯と健康

6/5　緑のまちづくり　緑化フェア
　緑のまちづくりを進めるため、毎年恒例の「御殿場市緑
化フェア」が今年も秩父宮記念公園で開催されました。
　当日は天候にも恵まれ多くの市民が緑と親しむために会
場を訪れました。
　今年は先着 1,000 人に「ミツバツツジ」の苗木の無料
配布が行われました。訪れた人は、苗木の説明を熱心に聞
いていました。
　また、フラワーアレンジメント、乗馬体験、大道芸など
様々な催しが行われ会場を盛り上げました。

▲苗木の無料配布

▲ 8020 コンクール受賞者の皆さん

▲自転車発電に挑戦

ペ
ニ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
ご
注
意
！

　

ペ
ニ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と
は
、
商
品
の

出
品
価
格
が
安
い
代
わ
り
に
、
購
入
者
が

入
札
す
る
度
に
入
札
手
数
料
が
必
要
と
な

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
す
。 

　

一
般
的
な
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
、
入
札

に
は
費
用
が
か
か
ら
ず
落
札
者
だ
け
が

商
品
代
金
を
支
払
い
ま
す
が
、
ペ
ニ
ー

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
落
札
し
な
く
て
も

入
札
す
る
度
に
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。 

　

手
数
料
は
50
円
〜
75
円
程
度
で
「
コ
イ
ン
」

な
ど
と
呼
ば
れ
、
参
加
前
に
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
決
済
な
ど
で
ま
と
め
て
購
入
し
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
サ
イ
ト
は
一
度
購
入
し
た
コ

イ
ン
の
解
約
、
返
金
に
応
じ
て
く
れ
ま
せ
ん
。 

  

こ
の
仕
組
み
を
理
解
せ
ず
に
利
用
す
る

と
「
入
札
に
没
頭
し
、
手
数
料
だ
け
が
か

か
っ
て
し
ま
っ
た
」
「
落
札
し
た
も
の
の
、

高
額
な
請
求
を
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
「
未

使
用
分
の
コ
イ
ン
の
代
金
が
返
金
さ
れ
な

い
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
遭

う
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。 

  

こ
の
よ
う
に
、
ペ
ニ
ー

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
落
札
者
以
外
は
入
札

手
数
料
分
だ
け
を
支
払
い
、
損
を
す
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
よ
く

理
解
し
て
、
利
用
は
慎
重
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　

困
っ
た
時
に
は
、
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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家
屋
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

新
築
ま
た
は
増
築
し
た
家
屋
の
調
査

（
間
取
り
図
の
作
成
と
使
用
材
料
の
調
査

等
）
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
固
定

資
産
税
の
課
税
の
基
礎
と
な
る
評
価
額
を

決
め
る
大
切
な
も
の
で
す
。
ま
た
、
昨
年

以
前
に
建
築
し
た
家
屋
で
、
課
税
台
帳
と

異
な
る
も
の
や
未
登
記
の
家
屋
も
併
せ
て

調
査
し
ま
す
。

調
査
日
時
／
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

毎
日　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
調
査
日
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

都
合
の
良
い
日
を
電
話
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

用
意
す
る
も
の
／
建
築
確
認
申
請
書
、
工

事
請
負
契
約
書
、
認
め
印
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
課
税
課

☎(

82)

４
１
３
９

　

市
の
水
道
水
は
安
全
で
す

　

市
で
は
、
水
道
水
に
つ
い
て
３
月
か
ら

５
月
ま
で
毎
月
１
回
、
放
射
性
物
質
の
測

定
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
御
殿

場
市
の
水
道
水
か
ら

は
放
射
性
物
質
（
ヨ

ウ
素
、
セ
シ
ウ
ム
）

は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

市
の
水
道
水
は
安
全
で
、
安
心
し
て
飲

め
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
水
道
工
務
課
☎(

82)

４
６
２
７

　

男
女
共
同
参
画
週
間
の
お
知
ら
せ

　

６
月
23
日

（木）
か
ら
29
日

（水）
ま
で
の
１
週

間
は
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す
。

　

本
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
「
チ
ャ

ン
ス
を
分
か
ち
、
未
来
を
拓
こ
う
」
で
す
。

　

男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ

つ
も
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
関
わ
り
な
く

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
私
た
ち
の
周
り
の
男
女

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ
／
市
民
協
働
課
☎(

82)

４
３
７
１

　

救
命
講
習
会
受
講
者

　

消
防
署
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
を
用
い
た
救
命
講
習
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

応
急
手
当
の
重
要
性
を
認
識
し
、
救
命

の
た
め
に
必
要
な
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
法
を
学
ぶ
講
習
会
で
す
。

開
催
日
／
毎
月
２
～
３
回
（
平
日
）

会
場
／
御
殿
場
消
防
署
（
東
田
中
）、
小

山
消
防
署
（
小
山
町
菅
沼
）

対
象
／
市
民
、
小
山
町
民
、
市
内
・
町
内

に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
人

募
集
人
数
／
各
回
御
殿
場
消
防
署
30
人
、

小
山
消
防
署
20
人

受
講
料
／
無
料

申
し
込
み
／
直
接
最
寄
り
の
消
防
署
ま
た

は
分
署
へ

問
い
合
わ
せ
／
御
殿
場
消
防
署
☎(

82)

７
１
５
０
ま
た
は
小
山
消
防
署

☎(

76)

０
１
１
９

　

 

お
や
こ
食
育
教
室
参
加
者

日
時
／
７
月
29
日

（金）　

午
前
９
時
30
分
～

会
場
／
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
／
親
子
で
行
う
食

事
の
勉
強
や
調
理
実
習

対
象
／
市
内
の
小
学
生
と

そ
の
親
ま
た
は
保
護
者

募
集
人
数
／
15
組
（
先
着
順
）

参
加
料
／
１
人
３
０
０
円

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
７
月
１
日

（金）

か
ら
14
日

（木）
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
電
話

で
、
健
康
推
進
課
☎(

82)

１
１
１
１
へ

　

 

親
子
水
辺
の
教
室
参
加
者

　

川
の
中
の
生
物
を
観
察
し
、
身
近
な
川

の
様
子
を
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
７
月
26
日

（火）　

午
前
９
時
～
正
午

※
雨
天
の
場
合
は
、
７
月
29
日

（金）
に
延
期

し
ま
す
。

会
場
／
黄
瀬
川
（
浄
化
セ
ン
タ
ー
横
）

内
容
／
水
生
生
物
の
観
察
会

対
象
／
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
の
親
子

募
集
人
数
／
20
組
（
先
着
順
）

参
加
料
／
無
料

持
ち
物
／
筆
記
用
具
・
帽
子
・

タ
オ
ル

※
川
に
入
る
こ
と
が
で
き
る

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
７
月
１
日

（金）

か
ら
15
日

（金）
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
電
話

で
、
環
境
課
☎(

83)

１
６
０
３
へ

　

市
民
ス
ポ
レ
ク
祭
参
加
者
募
集
・　

　

監
督
者
会
議
組
み
合
わ
せ
抽
選
会
開
催

◎
市
民
ス
ポ
レ
ク
祭
参
加
者
募
集

日
時
／
８
月
７
日

（日）　

午
前
８
時
～

会
場
／
陸
上
競
技
場
、
市
体
育
館

対
象
／
市
民
ま
た
は
市
内
に
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
人

参
加
料
／
全
種
目　

１
人　

１
０
０
円

種
目
・
募
集
人
数
／

①
ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

○
女
子
の

部
…
28
チ
ー
ム　

○
混
合
の
部
…
20
チ
ー
ム

合
計
48
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
４
～
６
人
）

※
各
チ
ー
ム
審
判
を
お
願
い
し
ま
す
。
ホ

イ
ッ
ス
ル
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
…
32
チ
ー
ム

（
１
チ
ー
ム
６
人
）

③
ペ
タ
ボ
ー
ド
…
12
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム

３
～
４
人
）

◎
監
督
者
会
議
組
み
合
わ
せ
抽
選
会

期
日
／
７
月
29
日

（金）

会
場
／
陸
上
競
技
場

時
間
／
①
ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
…

午
後
７
時
～

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
…
午
後
２
時
～

③
ペ
タ
ボ
ー
ド
…
午
後
２
時
30
分
～

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
同
日
公
開
抽
選

《
共
通
事
項

》

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
７
月
14
日

（木）
か
ら
22
日

（金）
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は

電
話
で
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
☎(

82)

４
１
３
５
へ

募
　
集

10

お
知
ら
せ

　

「
Ｇ
Ｉ
Ａ
語
学
講
座
」
受
講
者

　

初
心
者
向
け
語
学
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

期
日
／
○
ス
ペ
イ
ン
語
…
９
月
１
日
か
ら

11
月
17
日
ま
で
の
木
曜
日　

計
10
回　

○
ハ
ン
グ
ル
…
９
月
２
日
か
ら
11
月
18
日

ま
で
の
金
曜
日　

計
10
回

○
中
国
語
…
９
月
６
日
か
ら
11
月
８
日
ま

で
の
火
曜
日　

計
10
回

時
間
／
午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く

ら
」　

会
議
室

募
集
人
数
／
各
15
人
（
先
着
順
、
最
低
履

行
人
数
６
人
）

受
講
料
／
国
際
交
流
協
会
会
員
…
８
、

０
０
０
円
、
一
般
…
１
０
、
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
が
別
途
必
要
で
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
７
月
20
日

（水）

か
ら
27
日

（水）
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
電
話

で
、
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
☎(

82)

４
４
２
６
へ

　

青
年
講
座
「
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
」

　
　
　
　
　
　
　

      　
　

参
加
者

　

こ
れ
か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
た
い
人

や
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
初
心
者
の
皆
さ
ん
、
仕

事
帰
り
に
楽
し
く
走
っ
て
、
親
睦
を
深
め

て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
／
７
月
13
日

（水）　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

集
合
場
所
／
市
体
育
館

対
象
／
市
内
に
在
住
・
通
勤
し
て
い
る
18

歳
か
ら
35
歳
ま
で
の
青
年
男
女

募
集
人
数
／
10
人
程
度

参
加
料
／
１
０
０
円　

問
い
合
わ
せ
／
７
月
５
日

（火）
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
を
記

入
し
て
、
直
接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

で
、
社
会
教
育
課
☎(

82)

０
３
３
９
、

℻(

81)

０
３
７
０
へ

　

省
エ
ネ
ナ
ビ
を
使
っ
て
み
よ
う
！

　

市
で
は
、
省
エ
ネ
ナ
ビ
の
貸
し
出
し
を

無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

省
エ
ネ
ナ
ビ
は
電
気
の
使
用
量
を
計
測

し
、
電
気
料
金
や
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ

２

）

排
出
量
な
ど
に
換
算
し
て
表
示
・
記
録
す

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
機
器
を
利
用
し
て
、
家
庭
で
の
省

エ
ネ
効
果
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
電
気
の
契
約
の
種
類
な
ど
に
よ
り
、
設

置
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
省
エ
ネ
効
果
の
確
認
の
た
め
、
貸
出
期

間
中
の
「
省
エ
ネ
チ
ェ
ッ
ク
表
」
な
ど
の

記
入
と
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

貸
出
期
間
／
原
則
３
か
月

貸
出
対
象
／
市
民

貸
出
予
定
台
数
／
４
台

※
申
し
込
み
が
予
定
台
数
を
超
え
た
場
合

は
、
申
込
順
に
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
環
境
課

☎(

83)

１
６
０
３

   

県
男
女
共
同
参
画
会
議
委
員
募
集

内
容
／
年
２
～
３
回
開
催
を
予
定
し
て
い

る
参
画
会
議
に
出
席
し
、
県
が
選
出
し
た

他
の
学
識
経
験
者
等
の
委
員
と
一
緒
に
、

県
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
施

策
等
に
つ
い
て
審
議
す
る

対
象
／
県
内
居
住
の
20
歳
以
上
の
男
女

募
集
人
数
／
４
人

※
書
類
・
面
接
で
選
考
し
ま
す
。

任
期
／
11
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
10
月
31

日
ま
で
の
２
年
間

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
７
月
１
日

（金）

か
ら
29
日

（金）
ま
で
に
所
定
の
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
「
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
て
私
の
で
き
る
こ

と
」
（
８
０
０
字
以
内
）
を
テ
ー
マ
と
し

た
小
論
文
を
添
え
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
で
、
〒
４
２
０
‐
８
６
０
１　

静
岡
市
葵
区
追
手
町
９
番
６
号　

静
岡
県

く
ら
し
・
環
境
部
県
民
生
活
局
男
女
共
同

参
画
課
☎
０
５
４
（
２
２
１
）
３
３
６
３
、

℻
０
５
４
（
２
２
１
）
２
９
４
１
へ

　

ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
玉
穂
営
業
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　

を
延
長
し
ま
す

　

ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
玉
穂
で
は
、
利
用
者

の
利
便
を
図
る
た
め
、
左
記
の
期
間
、
夜

の
部
の
営
業
終
了
時
間
を
午
後
８
時
30
分

か
ら
午
後
９
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

期
間
／
７
月
１
日

（金）
～
９
月
30
日

（金）

問
い
合
わ
せ
／
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
玉
穂

☎(

80)

１
５
１
５

このお知らせ記事は、
市携帯サイトでもご
覧になれます。

11

夏の特別教室
参加申込受付中

幼児歓迎！
うれしいＷプレゼント！

～

うれしうれしうれしうれしうれしうれしうれしうれしうれしいＷプいＷプいＷプいＷプいＷプいＷプいＷプいＷプいＷ レゼンレゼンレゼレゼレゼレ ト

～
２教科セット 6回 6,000 円

　　　　　
   永原教室（勝亦）　83-2837
   一色教室（ 梶 ）　　83-6172
   神山教室（春木）　87-0322
   二子教室（吉松）　87-5118

◆◆◆お近くの学研教室はこちら◆◆◆　　　　　
  駅南教室（吉松）　87-5118
  北畑教室（阿部）　89-7025
  ※教室につながらない場合は、
       0120-889-100まで

☎（82）4127
HP  http://city.gotemba.shizuoka.jp/
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▲省エネナビ
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不
発
弾
事
故
絶
無
の
た
め
に
！

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

不
発
弾
事
故
を
防
ぐ
３
カ
条

①
「
入
ら
な
い
！
」
演
習
場
で
は
、
射
撃

訓
練
や
爆
破
訓
練
を
行
っ
て
お
り
大
変
危

険
な
た
め
、
演
習
場
の
土
地
所
有
者
、
入

会
組
合
の
関
係
者
以
外
の
一
般
の
人
が
、

演
習
場
内
に
入
る
と
、
法
令
に
よ
り
罰
せ

ら
れ
ま
す
。

②
「
さ
わ
ら
な
い
！
」
演
習
場
内
で
左
の

写
真
の
よ
う
な
砲
弾
な
ど
を
発
見
し
た
場

合
は
、
非
常
に
危
険
で
す
。
絶
対
に
触
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
「
ま
ず
連
絡
！
」
演
習
場
内
で
砲
弾
な

ど
を
発
見
し
た
場
合
は
、
現
状
の
ま
ま
見

つ
け
た
場
所
を
富
士
学
校
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
演
習
場
外
で
発
見
し
た
場
合
は
、

最
寄
り
の
警
察
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
自
分
で
運
搬
す
る
と
危
険
を
伴
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
絶
対
に
移
動
さ
せ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

問

い

合

わ

せ

／

富

士
学

校

☎(

75)

２
３
１
１
（
平
日　

内
線
２
２
９
１
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日　

内
線
２
３
０
２
）、

御
殿
場
警
察
署
☎(

84)

０
１
１
０

　

北
駿
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ　
　

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

　

日
本
体
育
協
会
公
認
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

上
級
指
導
員
が
指
導

し
ま
す
。

日
時
／
毎
週
水
曜
日

午
後
７
時
～
９
時

会
場
／
神
山
小
学
校

体
育
館

対
象
／
小
学
５
年
生
以
下

問
い
合
わ
せ
／
豊
福
☎
０
９
０
（
７
０
４

２
）
５
６
５
２

　

夏
休
み
親
子
税
金
教
室
と　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

映
画
上
映
会
開
催

　

「
ド
ラ
え
も
ん　

新
・
の
び
太
と
鉄
人

兵
団
」
を
上
映
し
ま
す
。
７
月
11
日
( 月 )
か
ら
、

市
商
工
会
で
無
料
入
場
券
を
配
布
し
ま
す
。

日
時
／
８
月
17
日
( 水 )　

午
後
１
時
～
４
時

会
場
／
裾
野
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー 

大

ホ
ー
ル

対
象
／
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員
／
１
、
１
９
０
人
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
／
沼
津
法
人
会
事
務
局

☎
０
５
５
（
９
２
２
）
４
０
１
４

　

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権　
　

　
　
　
　
　

１
１
０
番
」
強
化
週
間

　

い
じ
め
や
体
罰
、
不
登
校
や
親
に
よ
る

虐
待
な
ど
に
困
っ
て
い
た
ら
、
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
、
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
／
６
月
27
日

（月）
～
７
月
３
日

（日）　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
／

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

問
い
合
わ
せ
／
静
岡
地
方
法
務
局
沼
津
支

局
☎
０
５
５
（
９
２
３
）
１
２
０
１

　

御
殿
場
ケ
ー
ナ
同
好
会
会
員
募
集

　

月
１
回
、
日
曜
日
に
、
南
米
ペ
ル
ー
の

竹
笛
で
、
い
ろ
ん
な
曲
を
吹
い
て
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

今
年
は
７
月
９
日

（土）
に
行
わ
れ
る
キ
ャ

ン
プ
富
士
祭
り
で
、
午
後
に
演
奏
す
る
予

定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

見
学
会
日
時
／
７
月
17
日

（日）　

午
後
１
時

～
５
時

見
学
会
会
場
／
市
役
所
富
士
岡
支
所　

１

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
／
御
殿
場
ケ
ー
ナ
同
好
会　

勝
亦
☎
０
９
０
（
６
５
９
２
）
０
０
５
７

　

ヘ
ル
パ
ー
２
級
養
成
研
修
講
座
開
講

期
日
／
７
月
６
日

（水）
～
９
月
６
日

（火）
の
内

24
日
間

会
場
／
駿
東
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
他

対
象
／
24
日
間
の
全
科
目
に
出
席
で
き
る
人

※
実
技
講
習
で
は
身
体
に
負
担
が
掛
か
る

可
能
性
が
あ
り
、
腰
痛
症
・
妊
婦
は
受
講

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

募
集
人
数
／
30
人

受
講
料
／
６
５
、
０
０
０
円
（
実
習
費
込

み
、
税
込
み
）

※
分
割
払
い
が
可
能
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
、
労
協
御
殿
場
地
域
福

祉
事
業
所
つ
ば
さ
☎(
80)

１
５
０
０
、

℻(

80)

１
５
０
１
へ
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7 月の休館日
19 日 ㈫
※第３月曜日が祝日のため翌日に振り替え
●ブックスタート
6 日㈬・20 日㈬

※６カ月児健康診査の親子を対象

に、保健センターで行います。

◎譲ります
☆子供用ハンガーラック　☆五月人形
☆整理たんす　☆木製ガラス戸
☆女性用剣道防具一式…以上無料
☆クリーン加湿器…以上相談
◎譲ってください
☆カラオケ機械　☆洋裁の人台…以上無料
☆ワープロ（書院）　☆西中女子夏長袖制服
☆小山高男子制服　☆プリメインアンプ
☆女性用スキーウェア上下…以上相談
※ファクス、留守番電話では受け付け
できません。

★パソコンコース
◎パソコン入門《ビギナーズコース》
◎ワード《ステップアップコース》
対象／パソコンの基本操作ができる人
◎エクセル基礎
対象／入力ができる人
◎デジタルカメラ《ワード使用》
対象／ワードで入力ができる人
◎夜間デジタルカメラ《ワード使用》
対象／ワードで入力ができる人
◎夜間パワーポイント基礎
対象／ワードができる人

◎夜間ワード《ステップアップコース》
対象／パソコンの基本操作ができる人
★受験対策コース
◎夜間 第 2 種電気工事士受験対策
講座（筆記対策）　
★カルチャーコース
◎夜間英会話　◎アロマ教室　
◎フラワーアレンジメント
◎手作り木綿ぞうり教室
◎絵画教室
※ 7 月１日㈮午前 8 時 30 分から
申し込みを受け付けます（先着順）。

●おはなし広場
毎週土曜日　午後 2 時 30 分～
●親子おはなしの会
13 日㈬・27 日㈬　午前 10 時 30 分～
※絵本の読み聞かせを行います。
●リサイクルブックスデー
17 日㈰　午前 9 時～
※本を無料で差し上げます。

●新着図書のご案内

「かわいいお取り寄せ」  甲
か

斐
い

みのり   著
「ダントツ経営」　　 坂根正弘  著
「なぜ、人は旅に出るのか」  近藤康生   著
「電動王国」　　    はぬま あん  著
「武家の古都・鎌倉の文化財」五味文彦　著
「100 歳までボケない 101 の方法」
　　　　　　　　    白澤卓二  著
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7月

不用品活用バンク 8月度講座受講生募集エコハウス御殿場
  ☎（88）3337

駿東地域職業訓練センター
申し込み・問い合わせ☎（87）3322

7 月の巡回日
巡 回 時 間

5 日㈫ 高 根 学 園

 午前
 10:00 ～ 10:45

 午後
1:15 ～ 2:00

 午前
 11:00 ～ 11:45

 午後
 2:15 ～ 3:00

 午後
 3:15 ～ 4:00

玉 穂 幼 稚 園

大 沢 １ 組

森の腰幼稚園

時之栖コミセン
12、26 日㈫

玉穂第２団地

高 根 小 学 校

北畑第２公民館

永 原 団 地

大 坂 団 地

7、21 日㈭

中畑南公民館

御 殿 場 団 地

原 里 幼 稚 園

神 山 小 学 校

玉穂第４団地

富士見原区集会所
14、28 日㈭

第１グリーンタウン

原里西幼稚園

竈 幼 稚 園

杉名沢コミセン

印 野 保 育 園

6、20 日㈬
高根第１保育園

玉穂第１保育園

永 塚 ７ 組

神 山 保 育 園

中畑蕪木台団地

富士岡幼稚園

13、27 日㈬

新橋堀前ハイツ前

高根第２保育園

原里第２保育園

東田中区中央公民館

神山平集会所

  8、22 日㈮

ミサワホーム

東 保 育 園

保土沢公民館

栢ノ木区防災広場

永 原 公 民 館

1、15、29 日㈮

神 山 池 の 平

上 小 林 分 校

神 山 幼 稚 園

※毎週木・金曜日は午後 9 時まで開館します。



　　　７月の休日救急歯科診療当番医
診療受付時間／午前９時～午後３時

　　　７月の休日水道工事店
工事受付時間／午前８時～午後５時

７月
日・曜 行　　　事　　　名 会　場

１㈮

社会を明るくする運動強調月間（31 日まで）
愛の献血助け合い運動月間（　  〃   　）
富士山開山式（午前９時）
男性結婚相談（午後１時）
法律相談（　 〃 　）（予約制）

新橋浅間神社
市民交流センター
市 役 所

2 ㈯ 半夏生

３㈰
市父親ソフトボール大会（午前８時）
原里地区ソフトミニバレーボール親睦大会（午前９時）
父親相談（午後 1 時）

市 南 運 動 場
市 体 育 館
市民交流センター

４㈪ 成人健康相談（午後１時 30 分） 保健センター
５㈫ 赤ちゃんセミナー（午後１時） 保健センター

６㈬
補聴器相談（午前 9 時 30 分）
こどもすこやか相談（午前 10 時）
６カ月児健康診査（午後１時 15 分）

市 役 所
市民交流センター
保健センター

７㈭
小暑
七夕
定期予防接種（ＢＣＧ）（午後１時 30 分）保健センター

８㈮

９㈯ 印野地区青少年健全育成大会（午後１時）
女性結婚相談（ 〃 ）

印野小体育館
市民交流センター

10 ㈰

11 ㈪
夏の交通安全県民運動（20 日まで）
人権相談（午後 1 時）
税務相談（　 〃 　 ）

市 役 所
〃

12 ㈫ １歳６カ月児健康診査（午後１時 15 分）保健センター

13 ㈬
親子おはなしの会（午前 10 時 30 分）
心身障害者相談（午後１時）
３歳児健康診査（午後１時 15 分）

図 書 館
市民交流センター
保健センター

14 ㈭ こころの健康相談（午前 10 時）（予約制）
出張年金相談（　 〃　 ）（予約制）

市民交流センター
林 業 会 館

15 ㈮
法律相談（午後 1 時）（予約制）
プレママ学級（午後１時 10 分）

市 役 所
保健センター

16 ㈯

17 ㈰
リサイクルブックスデー（午前９時）
男性結婚相談（午後１時）

図 書 館
市民交流センター

日・曜 行　　　事　　　名 会　場
18 ㈪ 海の日

19 ㈫

食育の日
２歳児健康相談（午前９時 30 分）
補聴器相談（午前 10 時）
赤ちゃんセミナー（午後１時）

保健センター
市 役 所
保健センター

20 ㈬

土用
家庭読書の日
こどもすこやか相談（午前 10 時）
行政相談（午後 1 時）
建築相談（　  〃  　）
６カ月児健康診査（午後１時 15 分）

市民交流センター
市 役 所

〃
保健センター

21 ㈭

22 ㈮
成人健康相談（午前９時 30 分）
女性結婚相談（午後１時）
定期予防接種（ＢＣＧ）（午後１時 30 分）

保健センター
市民交流センター
保健センター

23 ㈯

大暑
盆迎え火
市子連 50 周年記念ドッジボール大会

（午前９時 30 分）
高根地区夏祭り（午後５時）
印野地区納涼盆踊り大会（午後６時 30 分）

市 体 育 館
中郷館竜良ドーム
印野小グラウンド

24 ㈰

25 ㈪
盆
乳幼児健康相談（午前９時 15 分）
心配ごと法律相談（午後１時）（予約制）

保健センター
市民交流センター

26 ㈫ 盆送り火１歳６カ月児健康診査（午後１時 15 分）保健センター

27 ㈬
親子おはなしの会（午前 10 時 30 分）
心身障害者相談（午後１時）
３歳児健康診査（午後１時 15 分）

図 書 館
市民交流センター
保健センター

28 ㈭ こころの健康相談（午前 10 時）（予約制）市民交流センター
29 ㈮

30 ㈯ ふじのくに・男女共同参画の日
富士山太鼓まつり（午前９時30分）（31日まで）富士山樹空の森

31 ㈰

期日 歯科医院名 所在地／電話番号
３日
㈰ 須走歯科医院 小山町須走 278‐4

☎ (75)2028
10日
㈰ さとう歯科医院 新橋 2077‐4

☎ (82)8100
17日
㈰ アレフ歯科クリニック 新橋 673‐1☎ (84)2288
18日
㈪ すずき歯科医院 小山町用沢 317‐9

☎ (78)1357
24日
㈰ 杉山歯科医院

萩原 504‐26
☎ (83)2155

31日
㈰ 第一歯科医院

茱萸沢 68‐1
☎ (89)8181

期日 工事店名 電話番号
２日
㈯ ㈱高橋水道 (80)5155

３日
㈰ 伊倉住器設備 (83)3898

９日
㈯ 田辺設備工業 (84)0359

10日
㈰ ㈲セリザワ管工業 (82)0753

16日
㈯ ㈲北斗建設 (82)6866

17日
㈰ ㈲杉山工事店 (87)1244

期日 工事店名 電話番号
18日
㈪

長田工業所 (89)3383

23日
㈯

山﨑設備工事店 (89)3226

24日
㈰

長田水道工事店 (89)1493

30日
㈯

㈲壽設備工業 (87)1120

31日
㈰

㈱テクノフジ (82)8808
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